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1．はじめに 























解が深まることが期待された．当日の機械学会ブースの様子を図 2 に示す． 
埼玉ブロックに委員を有する下記 7 大学に，委員を通じて学生に参加を促した．  
 







































図3 大学別参加者数 図4 学年別参加者数
  

















































































































































その他, 0 無回答, 1
参加企業からの説明はいかがでしたか
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今年度も開催するとすれば，このような問題を踏まえて開催時期，場所，内容について再検討する必
要がある．しかしながら，このような形態の交流会は，おそらく全国でも他には行われておらず，従来
の企業説明会に比較すると学生と企業間の相互理解の度合いは大きいであろうことは，アンケート結果
からもうかがうことができる．今後の方向性は機械学会の意向にもよるが，より効果的で魅力的な交流
の場として発展させてゆければと考えている． 
 
 
